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編　集　後　記
　
　テロについては，海外におけるテロ報道があっても身近には感じられず，ましてやCBRNテロへの危機感は専門家の
間でしか高いものであるとは言えなかった反省があります．1995年の地下鉄サリン事件においても，「事件」そのもの
は大きく扱われたのは記憶にありますが，公衆衛生対策としてのあり方について，各自治体で十分に検討してきている
のかは懸念されるところです．残念ながら，2011年の東日本大震災時の原発事故で放射性物質の汚染を経験したことも
あり，今後，様々なCBRNによる危機に曝される危険性があることを強く感じるようになったのも事実です．
　今回の特集では，「CBRN（化学剤，生物剤，核・放射性物資）テロに対する公衆衛生対策の進展」をテーマとし，
2020年の東京オリンピック・パラリンピックをも見越した公衆衛生対応に必要な技術的知見，生物テロとなる炭疽菌の
患者診断・治療，曝露者の管理，除染の考え方について具体的に解説いただいています．
　さらに2016年の伊勢志摩サミットの事例を踏まえ，国や地方自治体，関係機関等の連携体制構築の必要性や，感染
症サーベイランスの一元化，医療機関強化サーベイランスの有効性が明確になったと同時に課題も見えてきています．
CBRNテロへの対応は，対応する人材の育成や体制構築も急務だと言えます．知識がなければ，不安や恐怖が先立ち，
混乱してしまい，迅速かつ適切な対応には至りません．これからの公衆衛生対策は，国民保護法やCBRNに関する知見
をよく理解し，今までのあらゆる経験等を共有していくことで，経験したことのない危機に対する準備を進められると
考えられます．本特集の内容を参考に，どこでも起こり得るCBRNテロに対する危機管理意識を一層高め，それぞれの
立場での対策を是非とも進めていただけるよう期待したいと思います．
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